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一　468　一 東京医科大学雑誌 第65巻第4号
が存在するが、乳癌の症例問で様々な発現パターンを
示した。さらにGRK4が乳癌において果たしている
機能に関しても解析し報告したい。
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【目的】拡散強調画像は急性期脳血管障害の検出な
ど主として頭部領域で用いられてきたが、撮像装置の
発展とともに、躯幹部悪性腫瘍の検索に有用視される
ようになった。今回我々は、CTや従来MRI撮像法で
評価が容易でない癌性腹膜炎症例に関して、拡散強調
画像の有用性を検証した。
【対象と方法】年齢53～79歳の6症例。男性2名、女
性4名である。原発巣の内訳は膵癌3例、卵巣癌1例、
子宮体癌1例、大腸癌1例である。全例、腹水細胞診
あるいは試験開腹手術にて、病理学的に癌性腹膜炎が
証明された症例である。MR装置はSiemens社製1．5T
を使用。拡散強調像にはSTIR法ないしCHESS法を
使用した。全例にMRIを施行し、6例中5例には前後
10日以内にCTを施行した。
【結果】　CTにおいて3例に大量の腹水貯留を認め、
そのうち2例に腹腔内脂肪織内に多発性小結節影と1
例に腹膜に結節像を伴っており癌性腹膜炎が疑われ
た。残りの2例は腹水がないものとごく少量の腹水の
症例であったが、癌性腹膜炎は指摘できなかった。一・
方、MRIでは全例で腹腔内ないし骨盤腔内に点状や塊
状の拡散抑制像があり、癌性腹膜炎が考えられた。ま
た、原発巣にも塊状の強い拡散抑制を認めるものが、6
例中4例認められた。
【考察】CTは組織のX線吸収値の差を画像として
表現するため、顕性の腹水を伴う本疾患の場合は、浮
腫によるコントラスト悪化のため評価に苦慮するこ
とも多い。かなり進行した時点ではじめて診断が可能
であると推定された。多臓器不全を伴うこともしばし
ばあり、腎機能障害により造影剤の使用が制限されう
る。そのため、造影剤を用いない本拡散抑制画像は、腫
瘍と正常構造で高いコントラストが得られるため、癌
性腹膜炎の原発巣や播種巣の分布を評価するのに有
用であると考えられた。
【結語】今回6例ではあるが、拡散強調画像は少なく
とも癌性腹膜炎の検出感度が高いことが示された。
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【目的】膵がんでは、腫瘍の局所浸潤、所属リンパ節
転移さらには遠隔臓器への転移がしばしぼ認められ
る。膵がんの予後を改善するためには、膵がん細胞の
浸潤・転移のメカニズムを明らかにし、それに特異的
な治療方法を開発することが必要である。アクチニ
ンー4は、細胞運動に関与するアクチン結合タンパク質
として同定されており、その増加が、細胞の運動能を
充進させ、リンパ節転移を増長させるということが大
腸がんで報告されている。本研究の目的は、膵がん患
者におけるアクチニンー4に関する細胞生物学的な機
能と臨床病理学的な特性を明らかにすることである。
【方法】外科的に切除手術を受けた173症例の病理
切片を用いてアクチニンー4タンパク質の発現レベル
を免疫組織化学的に判定した。がん細胞におけるアク
チニンー4タンパク質の発現強度は同一の切片内に存
在する血管内皮をコントロールに採用して評価した。
【結果】Cox比例ハザードモデルによる多変量解析
ではアクチニンー4タンパク質の発現の増強は、膵がん
患者の生命予後に対して予後不良を予測する独立因
子であることが示唆された。Kaplan－Meier生存曲線
はアクチニンー4タンパク質発現が増強している患者
群は、そうでない患者群に比べて、統計学的な有意差
をもって予後が不良であることを示していた。
【考察】本研究の結果から、アクチニンー4タンパク質
の発現レベルの増強は膵がん細胞の悪性化形質の増
長に関与することが示唆され、発現レベルの充進した
患者群は、そうでない患者群に比べて予後が不良で
あった。アクチニンー4タンパク質は細胞の運動に関与
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